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　晩年期の研究では、ピアジェは均衡化概念を  つの形式に整理した 6。第  に「主体と対象との





















青年期 90 年代 有機体論に基づく質的レベルでの全体と部分の均衡論
初期 90 年代 社会的関係に適用された全体と部分の均衡論
中期 90~90 年代 知能の同化と調節との均衡論および知能構造の均衡論
後期前半 90 年代 第  の発達要因およびシステムの補償的調整作用としての均衡化
後期後半 960 年代 システム一般の自己調整としての均衡化論
晩年期 970 年代以降 認知システム論に基づく補償的自己調整としての均衡化論
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